
○集落が点在する高齢化率が高い地域であり、

公共交通の問題意識は高い

○路線バスをはじめ、市街地と連絡する地域公共交通が運行されている

地域公共交通が運行されている

○地域内を多様な地域公共交通が輻輳して運行しており、市負担額も大きい

・市街化区域の東側には集落が点在しており、高齢化率が高い。

・市民意識調査において、今後の重点取組として「公共交通への整備・充実」
を選んだ割合が、市街地北東部が16.4％、市街地東部が14.8％※と市内でも
高く、地域公共交通に対する問題意識は高い地域といえる。
※ (14の選択肢より) 今後の重点取組として「公共交通機関の整備・充実」をあげている割合

・幹線軸として、広域的な移動を支えるえちぜん鉄道勝山永平寺線や路線バス
（大和田大学病院線や大野線）があり、市街地と連絡している。

・市街地との連絡は、エリア南側の済生会問屋団地線の路線バスのほか、
乗合タクシーやコミュニティバスが運行している。

・市街地と連絡する東西の移動が中心であり、地区内の南北の移動を支える公共交通はない。
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■ オンデマンド交通実証運行 北東部の状況

・路線バス、乗合タクシー、地域コミュニティバスなど多様な地域交通が輻輳して運行。

・北東部の市負担額は約3,854万円(R7年)※であり、利用者一人当たりの市負担額が大きい。

・フィーダー交通として、中藤島地区・東藤島地区では中藤乗合タクシー、円山地区・東藤島地区では円山重立
乗合タクシー、岡保地区では岡保コミバス（北) (南) ・岡保乗合タクシー、酒生地区では酒生いきいきバスの
地域公共交通が運行されている。

出典：福井市都市計画マスタープラン
       （地域別構想）

※フィーダー交通に対する負担額（路線バスは含まない。）
※「地域コミュニティバス」の負担額のみ千円単位で丸めた数値を用いて算出

【市民の公共交通への要望】
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資料９



・北東部地域について(オンデマンド交通実証運行予定)

生活圏を勘案し、必要な
都市機能へのアクセスが
可能なエリアを設定

病院や商業施設
等では交通手段
や路線の乗換が

可能

2

公民館ブロックが同じで
市街化調整区域の集落がある



・北東部地域について(オンデマンド交通実証運行予定)
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一定の生活圏域をなしている
中藤島地区（３自治会）、
東藤島地区（１６自治会）、
円山地区（９自治会）、
岡保地区（１２自治会）の
エリアを設定

乗降ポイントは、既存の路線
バス、乗合タクシー、コミバ
スのバス停に、各地区の集会
所等を加えて設定
（102箇所）

市街化区域については、日常
生活を支える機能が集積する
拠点や、交通結節点であるバ
ス停のみを乗降ポイントに設
定
【市街化区域内の乗降ポイント】

○地域拠点
：79.パリオ
：97.越前新保駅
○乗継拠点
：100.県立病院
○大和田周辺
：13.福井新聞社前
：14.アピタ・

フェアモール福井
：15.フェアモール福井
：98.ふくい鮮いちば口
：99.ワイプラザ



■ 北東部実証運行について
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北東部オンデマンド交通実証運行の概要

（１）サービス名称 「北東部オンデマンド交通」

（２）運行エリア 福井市北東地区（中藤島、東藤島、円山、岡保）

（３）実証期間 令和８年１１月２日（月）～１１月３０日（月）の２３日間（日曜・祝日運休）

（４）運行時間 ８時～１７時

（５）運行車両 セダン型タクシー（４人乗り） ２台

ジャンボタクシー（８人乗り） １台

（６）運 賃 無料

（７）予約方法 電話もしくは、ＷＥＢ

（８）運行事業者 福井交通㈱

（９）その他 実証実験期間中、路線が重複する既存公共交通（乗合タクシー・

コミュニティバス）の運休は行わない。



■ 北東部実証実験について
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オンデマンド交通  のご紹介

オンデマンド交通とは、電話やＷＥＢで簡単に予約でき、 利用者の希望に合わせて
乗降場所・時間が決められる、ＡＩ（人工知能）による効率的な配車システムを活用
した乗合交通です。

タクシー オンデマンド交通 バス

時間
空きがあれば待ち時間は

短い
希望に合わせて予約可能 自分で決められない

場所
自宅前など、どこでも・

どこまででも
範囲内の希望の停留所
から希望の停留所

決まった停留所から
停留所

運賃
初乗約700円+迎え料金

+走行料金
今年度は無料

（本格運行後約300-600円想定）

コミバス：100円～
路線バス：210円～

予約 必要（いつでも）
必要（利用の1時間前

まで）
不要



■ 北東部実証運行について
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オンデマンド交通  のご紹介

オンデマンド交通の主なメリット

■近所や目的地の近くで乗降可能！

定められた運行エリア内であれば、停
留所（乗降ポイント）を、目的地の近く
に設置するなど、比較的自由に設置でき
る。
※ただし、法制度、運営主体によるルール等に従う必要があり
ます

■通院や買い物などの目的地へ
最適なルートで移動！

システムが効率的な運行経路を生成す
るため、様々な目的地へ最適なルートで
移動することができます。

■若い人から高齢者まで利用しやすい！

ＷＥＢから簡単に予約できるため若い
人にも便利。もちろん、電話予約も対応
でき、若者から高齢者まで気軽に利用す
ることができます。

■交通空白解消対策として！

比較的自由に停留所が設置できる利点
を活かして、今まで公共交通がなかった
交通空白地解消対策として効果が期待で
きます。



■ 北東部実証運行について
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オンデマンド交通  のご紹介

電話ではオペレーターが予約を受付、スマートフォンではWEBから予約ができる。



■ 北東部実証運行について
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実証実験の周知・広報

✓利用対象住民に対して、

ガイドブックを全戸配布

予定

✓10月下旬には、各地区で

利用説明会を開催予定

✓市ホームページ等に情報

掲載予定
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